ドクリツ　セイブン　ブンセキ　二　ヨル　フクスウ　ムセン　タグ　ノ　ドウジ　ヨミトリ　二　カンスル　ケントウ by タカハシ, アスカ et al.
Osaka University
Title独立成分分析による複数無線タグの同時読取に関する検討




















































つである(図 1)[1]。波源信号を S、混合行列を A とす
ると、既知の観測信号Xは、 X= ASとあらわせる。
ここで、復元行列をW とし、復元信号をYとしたと
き、 y=WX=Sとなる W を求める。もし Aが既
知であればW=A-1で簡単に求まるが、 Aが未知で
あるため、複数波源の相互情報量が最小になるように
W をWη =(1 _-E [<t(y)yT])Wn_1のような反復計
算により求められることが知られている。ここで、ゆ(x)
は源信号の篠率分布により決まる関数であり、経験的に
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図2信号処理結果
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